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金融レポートで整備推進が有効と言われる職場積立の NISA が 1 億円超え! 
2016 年 9 月 9 日に日本証券業協会が公表した職場積立 NISA の導入状況等（半期毎に公表）によると、職場積

立 NISA の導入企業数は 2016 年 6 月末に 2856 社と 2015 年末の 1268 社から 2.2 倍に増加、月間積立金額は、

最新 2016 年 6 月に 1 億 1330 万円と初の 1 億円超えで、統計開始以来、単月で過去最高となった（URL は後

述[参考ホームページ])。 導入企業数は前年 2015 年 9 月 23 日時点で 180 社前後だったので大きく増えた事と

なる（導入予定も含む～2015 年 9 月 24 日付日本経済新聞～URL は後述[参考ホームページ])。 また、積立金

額も 2015 年 9 月から 10 カ月連続の増加で、最新 6 月の 1 億 1330 万円という金額は、前年下半期（2015 年 7

月～12 月）の積立金額の合計 1 億 998 万円を単月で上回る規模であり、足元で急増中である。 
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(出所: ＮＩＳＡ推進・連絡協議会 、三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

導入企業数

職場積立NISAの導入企業数
（集計開始の2015年12月～2016年6月、半期末）

導入企業数
（単位：社）

2016年6月末に職
場積立NISAの導
入企業数は2015年
末比約2.2倍の延
べ2856社。 うち給
与等からの天引き
により拠出している
企業数は138社と
5%。

*毎年、6月末及び12月末を基準日として年2回公表。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2
0
15

年
7
月

2
0
15

年
8
月

2
0
15

年
9
月

20
1
5年

1
0
月

20
1
5年

1
1
月

20
1
5年

1
2
月

2
0
16

年
1
月

2
0
16

年
2
月

2
0
16

年
3
月

2
0
16

年
4
月

2
0
16

年
5
月

2
0
16

年
6
月

(出所: ＮＩＳＡ推進・連絡協議会 より三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

積立金額（月間）

職場積立NISAの積立金額
（集計開始の2015年7月～2016年6月、月次）

NISA積立額
（単位：万円）

職場積立NISAの
月間積立金額は、
2016年6月に過去
最高の1億1330万
円。 10カ月連続
の増加で、月次
ベースでは初の1
億円越え。

 
2016 年 9 月 15 日に金融庁より公表された「平成 27 事務年度 金融レポート」でも、「投資教育の重要性が改めて

確認できるものの、投資教育を受けたことのない者が約 7 割を占めており、そのうち約 3 分の 2 が、『金融や投資

知識を身に付けた い と思わない』とも回答している。 このため、本人が行動を起さなくとも投資教育を受けること

ができる外部的な環境(例えば職場積立 NISA や確定拠出年金等)の整備を推進していくことが有効と考えられ

る。」と言われているものである(p.56～URL は後述[参考ホームページ])。 

 

職場積立 NISA 以外を含む NISA の全ての積立設定件数は 90 万 6316 件（2015 年末）、NISA 総開設口座数約

987 万件に占める割合は 9.2%と、まだ 1 割弱だが、前年(2014 年末)の 6.6%から上昇している。 また、積立設定

件数 90 万 6316 件も、前年末と比べ増加率は 65.4%となっている。 窓販金融機関における積立（定時定額購入

契約）口座数が 2016 年 6 月末に 83 万 1698 口座と、1 年間で 27.9%の増加率（2016 年 9 月 12 日付ニッキン投

信情報～URL は後述[参考ホームページ])だったので、NISA での積立口座の伸びが大きい様である。 

 

金融庁の平成 29 年度税制改正要望では新しく「積立 NISA」創設が盛り込まれ、これは現行 NISA 以上に、現役

世代を中心に、少額から積立・長期・分散投資を後押しする制度設計になっている(2016 年 8 月 31 日付金融庁

平成 29 年度税制改正要望及び 2016 年 9 月 5 日付日本版 ISA の道 その 155 参照～URL は後述[参考ホーム

ページ])。 より一層の普及を期待したいものである。 

2016年9月20日

情報提供資料

※三菱UFJ国際投信がお届けする、日本版ISAに関する情報を発信するコラムです。 

商品企画部  松尾 健治 

窪田 真美 

金融レポートで整備推進が有効と言われる職場積立NISAが

1億円超え!～8月の既存投資家とネット証券の人気はREIT、NISA向

けファンドの人気はアロケーション(バランス型)、積立は日本株など～

【投信調査コラム】

日本版ＩＳＡの道 その157  
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既存投資家の REIT 人気は継続 

ここで、今後より一層の拡大と普及へ期待のかかる NISA の最新動向を見る。 8 月だが、NISA の投資動向にど

のような変化があっただろうか? 投資家を既存投資家と投資の未経験者層(新規投資家)とに分け、既存投資家

は投信全体の動向で代替し、投資の未経験者層(新規投資家)は NISA 向けファンド(後述※参照)で代替して見る。 

まず既存投資家を示す投信全体の純設定(推計)だが、2016 年 8 月は+3087 億円と、2014 年 11 月以来 1 年 10

カ月ぶりの低水準となった前月 7 月の+714 億円から増加、6 月と同等の資金純流入となった。  
日本籍 国内投信の純設定(推計)の推移

( 2012年4月30日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

純設定 (単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年8月31日
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

TOPIX

米ドル
(対円相場)

シティ世界国債インデックス
(日本含む、円換算･ヘッジなし)

日本の国内投信
月次･純設定

→NISA開始

 
 

投資対象(主要分類)別で見る。2016 年 8 月に最も純設定の大きかったのは、前月に引き続き不動産セクター株

(REIT)で、次いでアセットアロケーション慎重型、アジア株(除く日本)、インド株だった(次頁グラフ参照 *主要分類

…モーニングスタ－分類で 2015 年 12 月末の純資産の大きい上位 5 分類)。 

   

日本籍 国内投信の主要分類別純設定(推計)の推移

( 2012年4月30日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年8月31日
日本国内投信
月次･純設定
主要分類別
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(出所:Ibbotson及び

ブルームバーグより

三菱UFJ国際投信株式会社
商品企画部が作成)

日本株 不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債 ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株 その他

TOPIX 米ドル(対円相場)

シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

TOPIX

米ドル(対円相場)

ｼﾃｨ世界国債ｲﾝﾃﾞｯ
ｸｽ(日本含む、円換
算･ヘッジなし)

不動産ｾｸﾀｰ株
(REIT)

ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債

日本株

→NISA開始

その他

*グローバル債は

小さくて見えない。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株
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不動産セクター株(REIT)は 8 月の純設定額が+3460 億円と、21 カ月連続の資金純流入となっており、純設定額

1 位は 2016 年 4 月から 5 カ月連続だ。 不動産セクター株(REIT)には、昨年 2015 年（1～12 月）に 2.3 兆円が

純流入したが、2016 年は投信全体が低調のなか、1～8 月に約 2 兆円の純流入となっており、年内に 3 兆円を超

える可能性もでてきた。 『投資家は利回り確保を狙い、数少ない高利回り商品に資金を振り向ける動きを強めて

いる。株式市場では配当利回りや流動性が高い食品株、医薬品株などを「ニューソブリン（新たな国債）銘柄」とし

て物色する動きがある。平均配当利回りが４％近い不動産投資信託（ＲＥＩＴ）も人気が高い。』（2016 年 9 月 1 日

付日本経済新聞～URL は後述[参考ホームページ])と報じられているように、年始から大きな純流入が続く REIT

ファンド、特に米国 REIT に投資するファンド人気は 8 月にかけて継続中だ（詳細は 2016 年 8 月 8 日付日本版

ISA その 152 参照～URL は後述[参考ホームページ])。 ただ、米利上げ観測からこれまで堅調に推移した米

REIT 相場が足元、急反落しており、今後、米国 REIT ファンドにも影響が及ぶ可能性はある。 米国 REIT 指数は

9 月 14 日にかけて、今年 8 月 1 日のピークから-8％となり、 6 月 27 日以来の水準へ落ち込んでいる。  

 

各国のREIT･不動産株指数の推移（1年間、日次）

2015/9/14 =100 2015/9/14 ～ 2016/9/14
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信商品企画部が作成)

グローバル

REIT

先進国REIT

新興国不動

産株

日本不動産

株

米国REIT

欧州REIT

英国REIT

英国REIT

先進国REIT

日本不動産株

新興国不動産株

欧州REIT

グローバルREIT

6月23日に英国民投票で「ブレグジット/Brexit(英国の

EU離脱)」が決まり、翌6月24日に株等が急落。

*対象期間に短い指数は指数データ開始日＝100とする。

すべて米ドル換算で、英国REIT以外トータルリターンインデックス。

米国REIT
*9月14日に米利上げ観測から

6月27日以来の安値。

 

一方、日本株は 8 月に-520 億円と、7 月の-744 億円から減ったものの、2 カ月連続の純流出となった。 ただ、

2016 年（1～8 月）は+5385 億円となっている。 2014 年（1～12 月）に-6000 億円強の純流出だったものの、2015

年（1～12 月）に+2.2 兆円弱の純流入（全 31 分類中 2 位）となり、その後の 2016 年も初めは好調な純流入だっ

た。 
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NISA 向けファンドの人気はアセットアロケーション柔軟型やグローバル債など 
次に新規投資家を示す NISA 向けファンドの純設定を見る。 下記グラフの通り、最新 2016 年 8 月は+289 億円

と前月 7 月の+25 億円を上回ったものの 2016 年ではこの 7 月に次いで 2 番目の小ささである。 

 

    

日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2012年4月30日 ～ 、月次データ)
2016/08/31 現在1350本ある現存ファ ンドについて。

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年8月31日
*NISA向けファ ンド…
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

米ドル(対円相場)

シティ世界国債インデック
ス(日本含む、円換算･ヘッ
ジなし)

TOPIX

日本のNISA向けファンド

月次･純設定

→NISA1年目 →2年目 →3年目

 
 

※ 「NISA 向けファンド」…投資信託協会の言う「NISA 向けのファンド(*分配頻度が低いファンド、低コストのファンド、バラ

ンス型ファンド)」を参考にしながら(URL は後述[参考ホームページ])、2013 年 11 月末時点の契約型公募投信純資産が

1 兆円以上ある投信会社 17 社(*全 84 社の約 90%を占める)の株式投信(ETF を含む)で「NISA 向け」、「NISA 専用」、

「NISA で選ぶ」、「NISA におすすめ」などと紹介されているファンド、それに加え、2013 年 4 月以降に設定された分配頻

度が低いファンドやバランス型ファンドとしている。 尚、2013 年 4 月以降と言うのは、NISA が含まれる税制改正(関連)

法が 2013 年 3 月 30 日に成立･政省令公布されたため。 また、単位型･限定追加型･年 1～2 回分配以外のファンド･

DC･SMA･ミリオン(従業員積立投資プラン)を含めていない。 ただ、同じシリーズが該当している場合は年 1～2 回以外を

含めている。 しかし、通貨選択型については、年 1～2 回以外を除いている(*マネー･プールは年 1～2 回でも除いてい

る)。 こうした「NISA 向けファンド」を抽出した所、2016 年 8 月 31 日時点で 1350 本となった。 

 
この新規投資家と思われる投信の 2016 年 8 月純設定を、投資対象(主要分類)別に見る。 前述した既存投資家

と思われる国内投信全体での主要分類を用いると、8 月の純流入 1 位はアセットアロケーション柔軟型(7 月 4 位)、

2 位はグローバル債（同 26 位）、3 位はその他株(同 3 位)、4 位はマルチオルタナティブ（同 1 位）、5 位は不動産

セクター株(REIT) (同 8 位)となっている（アセットアロケーション及びその他株、マルチオルタナティブは次頁グラ

フで｢その他｣に含まれる)。 

 

2016 年 1 月頃まで全体の純設定の半分を占めた日本株は、8 月は-271 億円と、2 カ月連続の純流出となった。  
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日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2012年4月30日 ～ 、月次データ )

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年8月31日
*NISA向けファ ンド…ETFを除く追加型

日本のNISA向けファンド
月次･純設定

主要分類別
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

日本株 不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債 ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株 その他

TOPIX 米ドル(対円相場)

シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

その他

TOPIX米ドル(対円相場)

シティ世界国債イ
ンデックス
(日本含む、円換
算･ヘッジなし)

*不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)、

ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債は小さくて

見えない。

日本株

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債

→NISA開始

 
 

ネット証券での人気は REIT・グローバル株・日本株、積立は日本株 
最後に、各証券会社の集計結果も見る。 2016 年 9 月 16 日現在で、各社 HP(口座保有者限定の閲覧サイトは

除く)に公表されている最新 NISA・投資信託動向だが、ランキングを掲載しているのはネット証券会社が多かった。 

ランキングの集計時期や方法は証券会社により異なるので、ここでは、ネット証券各社が HP で公表する最新の内

容を紹介する。 NISA 口座における投資対象はどのようなものか傾向を見る参考としてほしい。 個別ファンドな

どの詳細はオリジナルのサイトを参照の事(URL は後述[参考ホームページ])。 
 

＜NISA 投資信託＞ 

○マネックス証券は最新 2016 年 8 月の NISA 口座における月間売れ筋ファンド(販売額)のベスト 10 を発表してお

り、1･3･5 位は不動産セクター(REIT)ファンド、2 位はグローバル株ファンド、4 位は日本株ファンドとなっている（2 位

はインデックスファンド）。 前月 7 月は、1･3 位は日本株ファンド、2 位はグローバル株ファンド、4･5 位は不動産セク

ター(REIT)ファンドだった（1・2 位はインデックスファンド）。 また週間の売れ筋ファンド(販売額)についても発表して

おり、最新週 9 月 5 日から 9 月 9 日までは、1･2 位は不動産セクター(REIT)ファンド、3･4 位は日本株ファンド、5 位

はグローバル株ファンドとなっている（3・5 位はインデックスファンド）。 参考まで、一ヶ月程前の 7 月 19 日から 7 月

22 日までは、1～3 位は日本株ファンド、2 位はグローバル株ファンド、5 位は不動産セクター(REIT)ファンドとなって

いる。  

 

○最大手である SBI 証券は週間のランキングを発表しており、最新週 9 月 5 日から 9 月 9 日までの取引をもとに

した NISA の投資信託・買付金額の 1・3・4 位は不動産セクター(REIT)ファンド、2 位はグローバル株ファンド、5 位

は日本株ファンド（2 位はインデックスファンド）。 一ヶ月程前の 7 月 25 日から 7 月 29 日までの取引をもとにした

NISA の投資信託・買付金額の 1 位はグローバル株ファンド、2･4 位は日本株ファンド、3 位はアセットアロケーション

ファンド、5 位は不動産セクター(REIT)ファンド（1・2 位はインデックスファンド）だった 。 
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○楽天証券も週間ランキングを発表しており、9 月 5 日から 9 月 9 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1･3 位は

不動産セクター株(REIT)ファンド、2 位はグローバル株ファンド、4･5 位は日本株ファンド（2･4 位はインデックスファン

ド）。 一ヶ月程前の 7 月 25 日から 7 月 29 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1 位はグローバル株ファンド、2･

5 位は不動産セクター株(REIT)ファンド、3･4 位は日本株ファンド（1・3 位はインデックスファンド）だった。 

 

＜ジュニア NISA 投資信託＞ 

○SBI 証券は週間のランキングを発表しており、最新週 9 月 5 日から 9 月 9 日までの取引をもとにしたジュニア

NISA の投資信託・買付金額の 1･4 位は不動産セクター株(REIT)ファンド、2･3 位はグローバル株ファンド、5 位は

日本債ファンド。 一ヶ月程前の 7 月 25 日から 7 月 29 日までの取引をもとにしたジュニア NISA の投資信託・買

付金額の 1 位は日本株ファンド、2 位はグローバル株ファンド、3･4 位は不動産セクター株(REIT)ファンド、5 位は日

本債ファンドだった。  

 

＜NISA 積立～2016 年 9 月 16 日現在で入手できる最新（公表データは限られており、集計の時期や対象は各社

で異なるのであくまで参考まで）＞ 

○マネックス証券では、2016 年 8 月の NISA 月間積立契約件数ランキングを出しており、1･2 位は日本株ファン

ド、3･4 位はグローバル株ファンド、5 位はアセットアロケーションファンドとなっている(*前月と順位は同じ。1・3･4 位

はインデックスファンド)。 

 

○楽天証券は積立設定件数ランキングを週間で発表しており、最新週 9 月 5 日から 9 月 9 日までの NISA 口座

では、1 位はグローバル株ファンド、2･3 位は日本株ファンド、4 位は日本債ファンド、5 位は不動産セクター株

(REIT)ファンドとなっている(*1・3･4 位はインデックスファンド)。 

 

ネット証券では、8 月は不動産セクター株(REIT)を筆頭に、グローバル株、日本株の人気が継続、金融庁の税制

改正要望で今回盛り込まれた｢積立 NISA｣に関連して積立では、日本株人気が見られた。  

 

以上、8 月に NISA で投資された先を、既存投資家、新規投資家、ネット証券などの順で見てきた。 既存投資家

とネット証券の人気は REIT、NISA 向けファンドや既存投資家ではアロケーションファンドも人気だった。 ネット証

券の積立では日本株が人気だった。 もちろん、今後を示すものではないが、こうした情報が個人投資家の参考に

なれば幸いである。 

 

                                                               以   上 
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